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授業科目  日本語教育方法論演習Ⅰ 単位  2 

履      修  選択 関連資格 日本語教員 ナンバリング  

開講年次  2 開講時期 前期 該当ＤＰ  DP3-1 DP4-1 DP4-2 

担当教員  矢野 花織 

授業概要  

本演習では、「日本語教育方法論 I」，「日本語教育方法論 II」 で学んだ基礎的な知識に加えて、外国語（と

しての日本語）を教えるために必要な技術を身につけることで、日本語教育の実際の現場で生かせる素養を

養う。 

日本語教師には、人前で分かりやすく説明をしたり、必要に応じてティーチャートーク・やさしい日本語を使っ

たりする力が求められる。そのため、授業ではこうしたスキルを高めていくことも意識して、学生によるディス

カッションや発表などを中心に進めていく。  

学生が達成すべき       

行動目標 

1. 模擬授業体験を通じた学びに基づき、教える際に気をつけるべきポイントを感知できる。 

2. 教師としての自分の言動を意識化できる。 

3. 座学だけでなく自分やクラスメートの実践から学ぶことができる。  

達成度評価 

評価と評価割合／ 

評価方法 
試験 小テスト レポート 

発表(口

頭、プレ

ゼンテ

ーショ

ン） 

レポート

外の提

出物 

その他 合計 備考 

総合評価割合 0 0 0 60 10 30 100  

知識・理解 (DP1-1)         

知識・理解 (DP1-2)         

知識・理解 (DP1-3)         

知識・理解 (DP1-4)         

思考・判断 (DP2-1)         

思考・判断 (DP2-2)         

関心・意欲 (DP3-1)    20  20 40  

関心・意欲 (DP3-2)         

態度(DP4-1)    20  10 30  

態度(DP4-2)    20 10  30  

態度 (DP4-3)         

技能・表現 (DP5-1)         

技能・表現 (DP5-2)         

技能・表現 (DP5-3)         

具体的な達成の目安 

理想的レベル 標準的なレベル 

学んだことを、自分のことばで他の人に分かりやすく説明できる。 1. 模擬授業体験を通じた学びに基づき、教える際に気をつけ

るべきポイントを感知できる。 

2. 教師としての自分の言動を意識化できる。 

3. 座学だけでなく自分やクラスメートの実践から学ぶことがで

きる。  

授業計画 

進行 テーマ・講義内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習） 

予習・復

習時間

(分） 
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1 

オリエンテーション 

授業の概要、履修方法や授業の目的、達成目安、評

価の内容と方法を理解する。 

講義・演習 復習：該当部分の復習 60 

2 

日本語の教え方の基本 

外国語を学んできた経験をもとに、外国語としての日

本語を教えるイメージを体感する。 

講義・演習 予習：該当部分の予習  60 

3 

日本語の単語 

日本語の単語の種類と相互の関係を確認し、その教

え方を考え、指導を体験する。  

講義・演習 予習：該当部分の予習  60 

4 

日本語の音声と教え方 

日本語の発音、アクセント、イントネーション、リズムに

ついて確認し、その教え方を考え、指導を体験する。 

講義・演習 予習：該当部分の予習  60 

5 

日本語の表記と教え方 

日本語の表記や漢字の導入などについて確認し、そ

の教え方を考え、指導を体験する。  

講義・演習 予習：該当部分の予習  60 

6 

日本語の文法と教え方① 

文型に関する知識を確認し、その理解を深めると同時

に、その教え方を考え、指導を体験する。 

講義・演習 予習：該当部分の予習  60 

7 

日本語の文法と教え方② 

名詞文、形容詞文や動詞の種類などに関する知識を

確認し、その理解を深めると同時に、その教え方を考

え、指導を体験する。 

講義・演習 予習：該当部分の予習  60 

8 

 日本語の文法と教え方③ 

普通形、受身形、使役形、意向形などの文法を復習

し、その教え方を考え、指導を体験する。  

講義・演習 予習：該当部分の予習  60 

9 
日本語の練習方法－ドリルー 

ドリルの役割と種類について学び、指導を体験する。 

講義・演習 予習：該当部分の予習  60 

10 

日本語の練習方法－会話－ 

会話練習、タスクなどについて学び、指導を体験す

る。 

講義・演習 予習：該当部分の予習  60 

11 

技能別の教え方① 

聞き方の指導方法を理解し、対象者に合わせて工夫

し実践する。 

講義・演習 予習：該当部分の予習  60 

12 

技能別の教え方② 

話し方の指導方法を理解し、対象者に合わせて工夫

し実践する。 

講義・演習 予習：該当部分の予習  60 

13 

技能別の教え方③ 

読み方の指導方法を理解し、対象者に合わせて工夫

し実践する。 

講義・演習 予習：該当部分の予習  60 

14 

技能別の教え方④ 

書き方の指導方法を理解し、対象者に合わせて工夫

し実践する。 

講義・演習 予習：該当部分の予習  60 

15 
まとめ 

前期で学んだことの振り返りを行う。 

講義・演習 予習：該当部分の予習  60 

16     

17     

18     

19     

20     
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21     

22     

23     

24     

25     

26     

27     

28     

29     

30     

 

理解に必要な予備

知識や技能 

日本語教育方法論 I 及び II で学んだこと。 

テキスト 

『日本語教育のミカタ ―対話で具体的に学ぶ新しい教科書―第 2版』荒川洋平(凡人社)(2021) 

参考図書・教材／

データベース・雑誌

等の紹介 

森篤嗣(2022)『超基礎日本語教育』くろしお出版 

高見澤孟(2016)『増補改訂版 新・はじめての日本語教育 2 日本語教授法入門』アスク 

授業以外の学習     

方法・受講生への  

メッセージ 

模擬授業体験・教材作成等、「実際にやってみる」ことが多い授業です。試行錯誤の中から、たくさんのことを

学んでください。 

達成度評価に関す

るコメント/課題に

対するフィードバッ

クの方法 

「達成度評価」の「その他」は、授業への積極的参加とします。 
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